
 

 

 

 

 

 

第７3回 

○場 所：神土交流サロン（ふれあいサロン） 

○時 期：令和５年5 月 26 日 19：00～2１：00 

○参加者：委員8 名 一般 1名 行政 7名 行政担当2名  

 

【今年度の新しい取組み】 

・・暦
こよみ

くらす（東白川村の暮らしや文化の体験イベント）・・ 

村の方と移住者を中心とした方を「つなぐ」きっかっけや場づくり、村の伝統や

文化を後世に伝えることを目的とし、村の伝統的な暮らしを村の方から教わる

イベントを令和５年度から年に6回開催し２年間で１２回実施を目標とします。 

 

第１ 村長あいさつ 

今年度の委員会は、「東白川村の暮らしの体験会」を新しい取り組みとし

て実施していきます。第 1回は 6月に行われる「朴葉寿司づくり」です。

みなさん、楽しく交流の輪を広げてください。 

本日は、東白川村がんばる地域補助金の申請プレゼンが行われます。数年

ぶりの申請プレゼンです。質疑応答をはじめ、広く深く対話を重ねてくだ

さい。この重要な時間が控えていますので、私の話しはここまでといたし

ます。 

 

第２ 東白川がんばる地域づくり補助金 申請プレゼン 

◇申請団体：東白川村労働者協同組合 

◇説明者：福田さん（当該団体発起人） 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



   事務局から「東白川村がんばる地域補助金」についての概要とポイントを

説明したあと、東白川村労働者協同組合の発起人（３名）の福田さん（移

住者）による事業説明と補助金申請の内容について、また質疑応答が行

われました。（配布資料添付、スライド資料添付） 

1〈がんばる地域補助金の概要〉 

・村、地域に明るさと元気を与える活動や活性化に寄与する活動で今までに

ない新しい事業に対して交付される。 

・交付は同事業に対して、同年度内に１回、３回まで。 

この補助金の特徴は、新しい事業のスタートアップをサポート。 

・対象外となる事業のなかでも、営利を目的としない事業、特定の企業、団

体及び個人の利益となる事業、の項目は、捉え方の視点がいくつもあるた

め、対象外判断のポイントとなる。 

２〈東白川村労働者協同組合について〉 

・地域課題を解決する新しい法人制度（令和４年１０月施行） 

・労働組合とは異なる団体。労働者協同組合は、組合員が出資し、組合員の

意見を反映した事業の運営を行い、組合員自らその事業に従事することを

基本理念とする組織。営利を目的としない団体。（出資の持分に応じた剰余

金の配分を目的としない。） 

・NPOよりも非営利性が高い。（役員報酬は認められない。） 

・事業内容は、軽作業（草刈り、田畑の管理など）、生活サポート（空き家の

管理など）、事務作業（オークション代行、発送代行、ＰＣ・スマホの設定

支援、エクセルなどの事務支援）で、村の景観や生活を支えたい！高校生

や大学生の村でのバイト先として仕事の提供を実現したい！という願いの

もと立ち上げた。 

・目標は、組合員数30人かつそれにともなう発注確保。 

・広告宣伝は、口コミを中心に展開する予定。 

・がんばる地域補助金について。 

 



対象事業 「東白川村労働者協同組合」草刈り事業 

申請額 ２０万円 

費用項目 刈払機作業者安全衛生教育講習費（12,000 円×２０人） 

 

3〈質疑応答〉 

Q：広告宣伝方法は？東白川村労働者協同組合は県内２例目という先進事例

なので、新聞等メディアに扱われ易いのでは。 

A：ご意見、参考にいたします。この取組みの特徴から基本的には口コミを

中心に広げていきたいと考えています。 

Q：組合員の年齢制限は？ 

A：高校生以上です。 

Q：組合への出資金額は？ 

A：一口、千円です。 

Q：組合を立ち上げた動機は？ 

A：学生など若者の村内バイト先の確保や、地域に貢献する新しい組織を立

ち上げる必要性を感じていたからです。 

Q：シルバー人材センターとの競合性や棲み分けは？ 

O：シルバー人材センターは、生きがいを主の目的としています。作業は、

午前中のみで土日は休日となっています。草刈り料金は一人一時間あたり

1,430円です。登録者数は３０名以上です。草刈りの受注量が増えても対

応できる状況です。ただ、全体的に草刈り発注量は増えていくと考えてい

ます。また、茶畑の管理についても、刈捨てから収穫作業も対応していま

す。 

A：この組合の特性は「副業」となっています。シルバー人材センターとの競

合性については、技術力は圧倒的にシルバー人材が上で、価格もシルバー

人材が1,430円に対して、組合は 1,800円と設定しています。 

Q：サービス利用の対象は？ 

A：すべての方です。活動エリアは東白川村を中心とした近隣の市や町を想



定しています。 

O：サービス内容の提案として、特に高齢者世帯に対しての、ハウスクリー

ニングや話し相手、調理なども視野に入れていただけるとありがたいです。 

A：ありがとございます。検討していきます。女性の組合員が入ってくれば、

対応できると思います。 

Q：商工会への入会は考えていますか？入会すると、新規事業に対する補助

を活用できます。 

A：はい。検討中です。 

O：がんばる地域づくり補助金との重複は問題ないでしょうか。 

（事務局） 

O：新規事業補助は事業者が対象で、がんばる地域づくり補助金は事業が対

象となりますので、問題ありません。 

4〈情報提供：自動車運転代行や買い物支援について〉 

東白川村労働者協同組合では、当初、自動車運転の代行や買い物支援、乗

り合い等の事業を計画していましたが、東白川村では実現できないことが、

運輸局への問合せから判明しました。その内容を提供していただくことで、

東白川村の公共交通や無償輸送サービスの現状と課題などを共有しました。 

 5〈美しい村づくり委員による村への上申〉 

東白川村労働者協同組合からの申請に対し、委員会では適当と評価したこ

とを村長に上申しました。 

 

第 3 暦
こよみ

くらす（暮らしの体験会） 

村の方と移住者を中心とした方を「つなぐ」きっかっけづくりを目的とし、

村の伝統的な暮らしを村の方から教わるイベントを令和５年度から年に

6回開催し２年間で１２回実施を目標としています。運営は、事務局と委

員が協働で実施していきます。村の方が、村でやりたいことを実現する場

として委員会を設定し活動していくことで、官民協働の活動と位置付けて

います。 



 

 

〈年間スケジュール〉 

令和５年度 

朴葉寿司 鮎の友釣り 
母樹林 

ウォーキング 

しめ縄 

藁 
味噌づくり 林業 

令和６年度 

野草 山菜 茶 
紅葉 

ウォーキング 
発酵食 こんにゃく 林業 

 

１ 「暮らしの体験会」正式名称決定 

事務局で用意した下記の名称案から投票した結果、「暦
こよみ

くらす」と決定し

ました。 

① 暮らしの体験会（1票） ② 暮らしの編集室（0票） 

③ 暦のくらし  （2票） ④ 暦くらす   （4票） 

 

２ 朴葉寿司づくり体験について 

 イベント開催に向けて各項目について、報告や確認など行いました。 

  （次頁 案内チラシ） 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

３ 鮎の友釣り体験について 

イベント開催に向けて各項目について、報告や確認など行いました。 

   （次頁 案内チラシ） 

 



 

 

 



 

 

第４ 閉会（21：00） 

※委員の長谷川さんからクレイシ棚田の手植えの案内がありました。 

（5月 27日（土）から 1週間ほど） 

 

【次 回】 6月 22日（金） 19時から 

神土交流サロン 

◇「暦
こよみ

くらす」について 

◇私の近況報告 



 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

以上 

 


